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若
手
研
究
者
の
就
職
難
と
待
遇
に
関
す
る
質
問
主
意
書

こ
の
数
年
来
、
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了
し
て
も
安
定
し
た
研
究
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
若
者
が
急
増
し
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
（
以
下
、
ポ
ス
ド
ク
）
や
大
学
非
常
勤
講
師
の
よ
う
な
不
安
定
で
劣
悪
な
雇
用
状
態
に
お
か
れ
て
い

る
こ
と
が
、
「
高
学
歴
難
民
」
「
高
学
歴
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
し
て
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
博
士
課
程
修
了
者
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
ま
す
ま
す
不
透
明
と
な
る
な
か
で
、
優
秀
な
学
生
が
研
究
者
を
め
ざ
す
道
を
敬
遠
し
、
二
〇
〇
三
年
度
以

降
、
博
士
課
程
へ
の
進
学
志
願
者
数
、
進
学
者
数
と
も
減
少
す
る
と
い
っ
た
事
態
も
生
ま
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
学
術
の
発
展

と
そ
れ
を
担
う
人
材
の
質
・
量
の
確
保
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
深
刻
な
事
態
で
あ
り
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。そ

こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

若
手
研
究
者
問
題
に
お
け
る
政
府
の
責
任
に
つ
い
て

�

第
三
期
科
学
技
術
基
本
計
画
（
以
下
、
基
本
計
画
）
は
、
「
モ
ノ
か
ら
人
へ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
優
れ
た
人
材
を
育

て
活
躍
さ
せ
る
こ
と
に
着
目
し
て
投
資
す
る
考
え
方
に
重
点
を
移
す
」
と
し
、
と
く
に
、
若
手
研
究
者
に
対
し
て
は
「
意

欲
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
根
本
的
な
対
応
に
取
り
組
む
」
と
し
た
。

一



な
ら
ば
、
い
ま
「
高
学
歴
難
民
」
「
高
学
歴
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
い
わ
れ
る
な
ど
社
会
問
題
化
し
た
若
手
研
究
者
の

就
職
難
と
劣
悪
な
待
遇
を
解
決
す
る
こ
と
こ
そ
、
基
本
計
画
の
目
標
達
成
の
た
め
に
も
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。

�

一
九
九
一
年
に
大
学
院
生
数
の
倍
加
を
打
ち
出
し
た
大
学
審
議
会
に
お
い
て
も
、
大
学
院
の
教
育
課
程
や
研
究
指
導
の

あ
り
方
、
教
育
費
や
施
設
・
設
備
、
規
模
、
大
学
院
生
の
経
済
的
問
題
な
ど
、
大
学
院
が
か
か
え
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
、

質
的
な
面
で
の
抜
本
的
な
充
実
と
改
革
を
と
も
な
わ
な
い
ま
ま
に
量
的
な
拡
大
が
進
む
な
ら
ば
、
危
機
的
な
状
況
に
な
る

こ
と
は
危
惧
さ
れ
て
い
た
。

今
日
問
題
と
な
っ
て
い
る
若
手
研
究
者
の
就
職
難
と
劣
悪
な
待
遇
は
、
政
府
が
、
大
学
院
生
の
量
的
な
拡
大
に
み
あ
っ

て
、
修
了
者
の
処
遇
を
ふ
く
む
、
大
学
院
の
質
的
な
面
で
の
抜
本
的
な
充
実
と
改
革
へ
の
支
援
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
に
あ

る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

二

若
手
研
究
者
の
深
刻
な
就
職
難
の
解
決
に
つ
い
て

�

博
士
課
程
修
了
者
は
年
間
一
五
九
七
三
人
（
平
成
十
八
年
三
月
）
だ
が
、
そ
の
う
ち
約
半
数
は
就
職
で
き
て
い
な
い
。

九
年
間
に
わ
た
っ
て
大
学
・
大
学
院
の
高
い
学
費
を
払
っ
て
博
士
に
な
っ
て
も
就
職
先
が
な
い
の
で
は
、
優
秀
な
学
生
は

二



博
士
課
程
に
集
ま
ら
な
く
な
る
。

政
府
と
し
て
こ
う
し
た
博
士
課
程
修
了
者
や
ポ
ス
ド
ク
の
就
職
難
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
つ
か
ん
で
い
る
の
か
、
詳
し

く
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
若
手
研
究
者
の
就
職
難
を
解
決
す
る
た
め
に
、
詳
細
な
実
態
調
査
も
ふ
く
め
、
今
後
ど

の
よ
う
な
施
策
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

若
手
研
究
者
の
就
職
難
の
原
因
の
一
つ
は
、
若
手
研
究
者
が
就
け
る
常
勤
研
究
職
の
減
少
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
学

の
本
務
教
員
数
は
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
の
六
年
間
に
、
一
三
五
七
一
名
増
え
た
が
、
三
七
歳
以
下
の
若
手
教

員
数
は
一
六
三
七
名
減
っ
て
お
り
、
三
七
歳
以
下
の
若
手
教
員
の
割
合
は
二
五
・
二
％
か
ら
二
二
％
に
減
少
し
て
い
る
。

平
均
年
齢
も
一
九
七
一
年
と
比
べ
る
と
五
歳
上
昇
し
て
四
八
・
一
歳
と
な
っ
て
お
り
、
民
間
企
業
の
研
究
者
の
平
均
年
齢

三
九
・
五
歳
（
二
〇
〇
二
年
）
と
比
べ
て
も
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
が
す
す
め
ば
、
多
く
の
学
問
分

野
で
後
継
者
が
不
足
し
、
学
術
研
究
の
蓄
積
を
引
き
継
ぐ
こ
と
も
困
難
と
な
る
。

基
本
計
画
で
は
「
助
教
の
確
保
と
活
躍
の
場
の
整
備
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
」
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
常
勤
研

究
職
の
拡
充
の
た
め
に
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。

�

大
学
や
研
究
機
関
の
若
手
教
員
・
研
究
者
の
採
用
抑
制
の
原
因
の
一
つ
に
、
運
営
費
交
付
金
の
効
率
化
係
数
や
人
件
費

三



五
％
削
減
な
ど
の
政
府
の
方
針
の
も
と
で
、
国
立
大
学
法
人
や
独
立
行
政
法
人
研
究
機
関
が
退
職
者
の
不
補
充
な
ど
の
人

員
削
減
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

�

運
営
費
交
付
金
の
効
率
化
係
数
や
人
件
費
削
減
の
方
針
を
見
直
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

�

大
学
や
研
究
機
関
が
若
手
の
教
員
・
研
究
者
を
増
や
す
よ
う
に
、
国
立
大
学
法
人
・
独
立
行
政
法
人
研
究
機
関
の
運

営
費
交
付
金
や
私
立
大
学
の
国
庫
助
成
を
増
額
す
る
な
ど
、
国
の
支
援
を
強
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

�

若
手
研
究
者
の
就
職
難
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
企
業
に
よ
る
博
士
課
程
修
了
者
の
採
用
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

基
本
計
画
は
「
産
業
界
に
お
い
て
は
、
優
れ
た
博
士
号
取
得
者
に
対
し
、
弾
力
的
で
一
律
で
な
い
処
遇
を
積
極
的
に
講

じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
企
業
に
よ
る
採
用
を
促
進
す
る
た
め
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
施
策
を
行
お
う
と
し
て
い
る
か
。

三

若
手
研
究
者
の
待
遇
の
改
善
に
つ
い
て

�

文
部
科
学
省
の
調
査
（
二
〇
〇
七
年
発
表
）
に
よ
る
と
、
大
学
・
研
究
機
関
に
雇
用
・
採
用
さ
れ
て
い
る
ポ
ス
ド
ク

は
、
一
五
四
九
六
名
い
る
が
、
そ
の
約
半
分
は
外
部
資
金
な
ど
で
雇
用
さ
れ
、
社
会
保
険
へ
の
加
入
率
は
六
割
弱
で
、

日
々
雇
用
で
あ
っ
た
り
、
週
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
常
勤
の
四
分
の
三
に
満
た
な
い
な
ど
、
不
安
定
な
雇
用
状
況
に
あ

四



る
。
と
く
に
大
学
の
ポ
ス
ド
ク
は
社
会
保
険
加
入
率
が
四
三
％
と
独
立
行
政
法
人
の
八
三
％
と
比
べ
て
も
き
わ
め
て
低

い
。
大
学
の
ポ
ス
ド
ク
雇
用
の
原
資
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
争
的
資
金
・
外
部
資
金
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
は
労

働
条
件
も
部
局
に
ま
か
さ
れ
、
不
透
明
な
場
合
が
多
い
。
こ
う
し
た
現
状
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

�

年
収
や
社
会
保
険
の
加
入
状
況
も
含
め
た
ポ
ス
ド
ク
の
雇
用
条
件
を
政
府
が
詳
細
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

�

ポ
ス
ド
ク
の
社
会
保
険
加
入
率
が
低
い
現
状
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
国
が
大

学
に
対
し
、
ポ
ス
ド
ク
の
社
会
保
険
加
入
を
促
進
す
る
よ
う
な
措
置
を
と
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

�

本
来
、
ポ
ス
ド
ク
は
研
究
の
担
い
手
で
あ
る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
優
秀
な
研
究
者
に
成
長
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
若

手
研
究
者
で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
雇
用
条
件
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
。

�

政
府
と
し
て
経
済
的
に
自
立
を
可
能
に
す
る
ポ
ス
ド
ク
の
雇
用
条
件
の
基
準
を
示
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。

�

ポ
ス
ド
ク
を
雇
用
す
る
側
に
、
ポ
ス
ド
ク
期
間
終
了
後
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
保
障
す
る
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

五



�

大
学
の
専
業
非
常
勤
講
師
（
主
に
大
学
の
非
常
勤
講
師
を
職
業
と
し
て
い
る
人
）
は
、
約
三
万
人
と
推
測
さ
れ
て
お

り
、
大
学
教
育
の
重
要
な
担
い
手
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
非
常
勤
講
師
組
合
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
均
年
齢
は
四
五

歳
で
、
平
均
担
当
コ
マ
数
は
九
・
二
コ
マ
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
均
年
収
は
三
百
六
万
円
で
、
二
百
五
十
万
円
未

満
が
四
四
％
を
し
め
、
職
場
の
社
会
保
険
の
未
加
入
が
九
六
％
に
の
ぼ
る
な
ど
「
高
学
歴
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
い
わ
れ

る
劣
悪
な
待
遇
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
国
公
私
立
別
に
お
け
る
�
高
等
教
育
に
お
け
る
非
常
勤
講
師
（
本
務
校
の
あ
る
な
し
を
区
別
し
て
）
へ
の
依

存
の
実
態
（
人
数
、
コ
マ
数
）
、
�
賃
金
な
ど
の
労
働
条
件
、
�
研
究
・
教
育
条
件
（
研
究
室
、
研
究
費
、
コ
ピ
ー
費
、

学
会
出
張
費
、
図
書
館
利
用
な
ど
）
、
�
専
業
非
常
勤
講
師
の
生
活
実
態
、
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

�

大
学
非
常
勤
講
師
の
劣
悪
な
待
遇
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
た
め
に
、
政
府
が
二
〇
〇
四
年
度
の
予
算
で
行
っ
た
私
学
助

成
に
お
け
る
非
常
勤
講
師
補
助
単
価
の
五
〇
％
引
上
げ
を
確
実
に
非
常
勤
講
師
給
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
各
大
学
に
促
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

ま
た
、
均
等
待
遇
の
立
場
か
ら
、
私
学
助
成
に
お
け
る
非
常
勤
講
師
補
助
単
価
の
さ
ら
な
る
引
上
げ
、
社
会
保
険
加
入

六



の
拡
大
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

四

博
士
課
程
大
学
院
生
へ
の
経
済
的
支
援
に
つ
い
て

�

我
が
国
の
大
学
院
生
は
、
諸
外
国
と
比
べ
て
学
費
が
高
い
う
え
、
奨
学
金
も
貧
困
な
た
め
に
、
学
費
を
稼
ぐ
た
め
の
ア

ル
バ
イ
ト
に
よ
っ
て
研
究
に
集
中
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。
全
国
大
学
院
生
協
議
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
大
学
院
生
の
約

六
割
が
「
収
入
の
不
足
に
よ
り
研
究
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。
欧
州
の
多
く
の
国
は
、
学
部
か
ら
学

費
は
無
償
と
な
っ
て
お
り
、
米
国
も
、
大
学
院
生
の
約
四
割
が
生
活
費
相
当
分
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。
大
学
院
博
士
課

程
在
学
者
が
同
年
齢
の
者
と
同
程
度
の
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
経
済
的
生
活
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
。

基
本
計
画
に
は
「
博
士
課
程
（
後
期
）
在
学
者
の
二
割
程
度
が
生
活
費
相
当
額
程
度
を
受
給
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
」

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
当
面
早
急
に
実
現
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

�

生
活
費
相
当
額
程
度
の
支
援
を
受
け
て
い
る
在
学
者
の
現
在
の
実
数
、
在
学
者
中
に
占
め
る
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

基
本
計
画
に
あ
る
「
在
学
者
の
二
割
程
度
に
生
活
費
相
当
額
程
度
を
受
給
で
き
る
こ
と
」
の
実
現
の
た
め
に
、
今

後
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七



�

大
学
院
生
を
対
象
と
す
る
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、

無
利
子
奨
学
金
と
返
還
免
除
枠
、
国
立
大
学
の
学
費
免
除
枠
、
私
立
大
学
の
学
費
減
免
制
度
支
援
に
つ
い
て
、
現
在
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
人
数
と
在
学
者
に
占
め
る
割
合
、
今
後
基
本
計
画
期
間
中
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け
充

実
さ
せ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

基
本
計
画
は
、
若
手
研
究
者
に
対
し
て
「
優
れ
た
資
質
や
能
力
を
有
す
る
人
材
が
、
博
士
課
程
（
後
期
）
進
学
に
伴
う

経
済
的
負
担
を
過
度
に
懸
念
す
る
こ
と
な
く
進
学
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
博
士
課
程
在
学
者
全
員
の
授
業
料
免
除
へ
と
踏
み
出
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
さ
ら
に
、
給
付
制

奨
学
金
の
導
入
、
私
立
大
学
院
生
へ
の
直
接
助
成
制
度
創
設
を
実
現
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

八


